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〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

馬
具
の
形
式
か
ら
み
る
大
阪
市
立
美
術
館
「
春
日
鹿
曼
荼
羅
」
に
つ
い
て

田
　
渕
　
花
　
歩

は
じ
め
に

大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
の
「
春
日
鹿
曼
荼
羅
」（
以
下
、
大
阪
市
美
本
と

称
す
る
（【
口
絵
4
】
と
は
、
春
日
信
仰
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
春
日
曼
荼
羅

の
一
種
で
あ
り
、
神
の
使
い
と
さ
れ
る
神
鹿
に
乗
り
御み

か
さ
や
ま

蓋
山
に
降
り
立
つ

武た
け
み
か
づ
ち
の
み
こ
と

甕
槌
命
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。「
春
日
鹿
曼
荼
羅
」
に
つ
い
て
は
『
大

阪
市
立
美
術
館
紀
要
』
第
八
号
（
昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
（
当
館
発
行
（
に

お
い
て
、
石
川
知
彦
氏
が
大
阪
市
美
本（

（
（

を
含
む
、
当
館
に
所
蔵
・
寄
託
さ
れ
て

い
る
春
日
鹿
曼
荼
羅
に
つ
い
て
資
料
紹
介
を
行
っ
て
い
る
が
、
大
阪
市
美
本
の

み
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
は
筆
者
が
調
べ
た
限
り
で
は
知
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、

春
日
鹿
曼
荼
羅
全
体
の
制
作
背
景
と
大
阪
市
美
本
の
神
鹿
が
身
に
着
け
て
い
る

装
飾
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
伝
説
上
の
鹿　

ま
ず
、
春
日
鹿
曼
荼
羅（

（
（

に
神
鹿（

3
（

が
描
か
れ
た
経
緯
を
述
べ
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

春
日
社
の
社
伝
で
あ
る
『
古
社
記
』
に
よ
る
と
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
（

に
常
陸
国
（
現
在
の
茨
城
県
（
の
鹿
島
神
宮
の
祭
神
で
あ
る
武
甕
槌
神
は
神
鹿

に
乗
り
御
蓋
山
に
影
向
し
た
。
武
甕
槌
命
が
神
鹿
に
乗
っ
て
春
日
の
地
に
来
臨

し
た
こ
と
が
神
鹿
の
由
緒
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
武
甕
槌
命
は
鹿
に
乗
る
と
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
武
甕
槌
命
と
鹿
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。『
古
事
記
』
に
は
、
春
日
社
の
由
緒
に
繋
が
る
伝
説
が
残
さ
れ
る
。

国
譲
り
の
説
話
に
よ
れ
ば
、
天
照
大
神
は
、
こ
れ
ま
で
葦
原
中
国
を
平
定
し
て

い
た
大
国
主
命
に
代
わ
り
天
之
尾
羽
張
神
と
武
甕
槌
命
の
親
子
を
任
命
し
た
が
、

天
安
河
が
道
を
塞
い
で
い
た
た
め
他
の
神
が
通
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
た
め

山
肌
や
川
な
ど
の
難
所
を
渡
る
こ
と
が
で
き
る
天
迦
久
神（

4
（

が
迎
え
に
上
が
っ
た
。

天
之
尾
羽
張
神
は
息
子
で
あ
る
武
甕
槌
命
を
推
挙
し
葦
原
中
国
に
降
臨
す
る
こ

と
と
な
っ
た
が
、
こ
の
天
迦
久
神
は
一
説
に
、
鹿
の
神
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。

鹿
島
神
宮
の
祭
神
で
あ
る
武
甕
槌
命
が
葦
原
中
国
に
降
臨
す
る
様
子
こ
そ
、
武

甕
槌
命
が
御
蓋
山
に
影
向
し
た
際
に
鹿
に
乗
り
春
日
の
地
に
降
り
立
っ
た
と
い

う
伝
説
の
源
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

春
日
大
社
は
藤
原
氏
の
氏
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
が
、
藤
原
氏
の
氏
寺
で

あ
っ
た
興
福
寺（

5
（

は
春
日
大
社
よ
り
も
古
い
歴
史
を
有
し
て
い
る
。
天
智
八
年

（
六
六
九
（、
藤
原
鎌
足
の
夫
人
で
あ
る
鏡
女
王
が
、
興
福
寺
の
前
身
で
あ
る
山
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階
寺
を
現
在
の
京
都
府
に
、
鎌
足
の
念
持
仏
で
あ
る
釈
迦
丈
六
像
を
安
置
す
る

た
め
造
営
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
藤
原
京
に
移
さ
れ
厩
坂
寺
と
称
し

た
。
平
城
京
遷
都
と
と
も
に
平
城
京
左
京
三
条
七
坊
に
移
さ
れ
鎌
足
の
息
子

で
あ
る
藤
原
不
比
等
に
よ
り
和
銅
三
年
（
七
一
〇
）「
興
福
寺
」
と
号
さ
れ
た
。

春
日
大
社
と
興
福
寺
は
藤
原
氏
の
氏
神
、
氏
寺
と
し
て
緊
密
な
関
係
を
有
す
る

が
、
な
か
で
も
、
藤
原
冬
嗣
に
よ
り
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
に
父
・
藤
原
内
麻

呂
の
追
善
の
た
め
建
立
さ
れ
た
興
福
寺
の
南
円
堂
は
平
安
時
代
に
な
る
と
本
尊

で
あ
る
不
空
羂
索
観
音
像
を
武
甕
槌
命
と
同
体
と
す
る
信
仰
が
生
ま
れ
た
。
不

空
羂
索
観
音
は
鹿
の
皮
を
身
に
纏
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
鹿
皮
観
音
も
呼
ば
れ
て

お
り
、
こ
の
こ
と
が
不
空
羂
索
観
音
と
武
甕
槌
命
を
結
び
つ
け
た
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
よ
う）

（
（

。

二
、
装
飾
さ
れ
る
奈
良
の
鹿

春
日
鹿
曼
荼
羅
は
、
御
蓋
山
の
地
に
春
日
社
第
一
殿
の
祭
神
で
あ
る
武
甕
槌

命
が
降
り
立
つ
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
春
日
鹿
曼
荼
羅
は
現
在
三
十
幅

ほ
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
最
古
級
と
さ
れ
る
も
の
が
、
陽
明
文
庫

所
蔵
の
「
春
日
鹿
曼
荼
羅
」（
以
下
、
陽
明
文
庫
本
と
す
る）

（
（

）
と
奈
良
国
立
博

物
館
所
蔵
の
「
春
日
鹿
曼
荼
羅
」【
図
1
】（
以
下
、
奈
良
国
立
博
物
館
本
と
す

る）
（
（

）
で
あ
る
。（
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
）
そ
し
て
大
阪
市
美
本
に
は
銘
文
が
記

さ
れ
て
お
り
、
三
社
託
宣
の
う
ち
春
日
明
神
の
託
宣
文
と
同
文
の
も
の
と
「
春

日
社
大
宮
方
住
京
神
人
之
本
尊
」「
応
永
十
三
年
霜
月
日
　
願
主
　
性
元
」
と

い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陽
明
文
庫
本
な
ど
の
鎌
倉
時
代
か
ら

時
代
は
下
り
、
室
町
時
代
（
十
五
世
紀
）
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
銘
文
に

よ
り
大
阪
市
美
本
の
発
願
者
が
現
在
の
京
都
府
に
在
住
し
て
い
た
春
日
社
神
人

（
神
社
に
奉
仕
す
る
人
）
の
性
元
と
い
う
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る）

（
（

。

大
阪
市
美
本
の
特
徴
は
、
室
町
時
代
に
は
一
般
的
で
な
か
っ
た
非
常
に
古
式

な
馬
具
、
す
な
わ
ち
輪
形
の
鐙
（
輪
鐙
）
が
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
大
阪

市
美
本
の
神
鹿
は
唐
鞍
を
装
着
す
る
。
唐
鞍
と
は
、
舶
来
の
唐
様
の
伝
来
を
継

承
し
て
金
銅
金
具
で
飾
り
立
て
る
も
の
を
常
と
す
る）

（1
（

。
祭
礼
や
儀
礼
の
際
に
使

用
す
る
神
馬
に
着
け
ら
れ
る
馬
具
で
あ
る
。「
輪
鐙
」
は
最
古
級
の
春
日
鹿
曼

荼
羅
で
あ
る
陽
明
文
庫
本
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
輪
鐙
は
古
式

な
鐙
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
馬
具
の
伝
来
を
概
観
し
な
が
ら
考
え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

古
墳
時
代
の
遺
跡
か
ら
馬
の
骨
や
、
渡
来
人
に
関
連
す
る
実
用
的
な
道
具
や

馬
具
が
生
活
の
場
か
ら
発
見
さ
れ
る
の
に
対
し
、
古
墳
か
ら
武
具
と
と
も
に
、

発
掘
さ
れ
る
馬
具
は
、
辻
金
具
や
杏
葉
な
ど
で
煌
び
や
か
に
装
飾
さ
れ
た
「
装

飾
馬
」
と
し
て
葬
ら
れ
た
人
の
威
厳
を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
古
墳
時
代
（
五
世
紀
前
半
）
に
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
最

初
の
鐙
が
「
輪
鐙
」
で
あ
る
。
奈
良
県
田
原
本
町
の
笹
鉾
山
二
号
墳
か
ら
は
六

世
紀
前
半
の
人
物
埴
輪
や
馬
形
埴
輪
【
図
2
】、
木
製
品
な
ど
が
多
数
出
土
し

て
い
る
。
馬
形
埴
輪
は
三
体
の
う
ち
二
体
が
全
容
の
わ
か
る
状
況
で
出
土
し
て

お
り
、
当
時
の
装
飾
さ
れ
た
馬
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る）

（（
（

。
そ
し
て
、

馬
形
埴
輪
に
は
輪
鐙
を
伴
っ
た
鞍
を
身
に
着
け
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
古
墳

時
代
の
遺
跡
か
ら
は
、
実
際
に
用
い
ら
れ
た
木
製
や
鉄
製
の
輪
鐙
が
出
土
し
て

い
る
。
や
が
て
五
世
紀
末
に
な
る
と
先
端
部
が
袋
状
と
な
り
足
の
爪
先
を
乗
せ

る
「
壺
鐙
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
輪
鐙
と
壺
鐙
は
日
本
国
内
で
平
行

し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る）

（1
（

。　
　

山
田
良
三
氏
に
よ
る
と）

（1
（

日
本
に
渡
来
を
し
た
輪
鐙
は
、
騎
乗
が
得
意
な
渡
来

人
が
用
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
に
伝
来
し
て
間
も
な
く
騎
乗
に
不
得
手
な

日
本
人
の
た
め
沓
に
滑
り
止
め
が
付
く
よ
う
に
な
り
、
輪
部
の
沓
受
の
部
分
は

─ 32 ─



幅
が
広
い
も
の
が
現
れ
た
。
こ
れ
は
、
乗
馬
が
得
意
な
渡
来
人
と
異
な
り
、
日

本
人
は
乗
馬
中
に
体
を
安
定
さ
せ
る
た
め
踏
ん
張
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

推
測
さ
れ
る
。
輪
鐙
は
足
を
前
に
滑
ら
せ
る
と
、
落
馬
の
危
険
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
騎
乗
が
下
手
な
農
耕
民
で
も
馬
を
乗
り
こ
な
せ
る
よ
う
、
足
が
前
に
出
な

い
壺
鐙
の
形
状
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
壺
鐙
が
半
舌
鐙
や
舌

長
鐙
な
ど
、
よ
り
踏
ん
張
り
が
効
く
騎
乗
に
適
し
た
鐙
に
姿
形
を
変
え
た
の
は

こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
輪
鐙
は
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
後
半
頃
ま
で
、
そ
の
姿

を
表
す
。
そ
の
後
は
壺
鐙
が
主
流
と
な
り
輪
鐙
は
姿
を
消
す
。
輪
鐙
が
実
用
面

で
姿
を
再
度
表
す
の
は
明
治
期
以
降
で
あ
る
。

話
題
を
大
阪
市
美
本
に
戻
そ
う
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
古
い
ス
タ
イ
ル

の
馬
具
が
描
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
神
事
と
の
関

連
で
あ
る
。
大
阪
市
美
本
が
描
か
れ
た
室
町
時
代
に
お
い
て
、
こ
の
輪
鐙
は
神

事
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

神
事
に
使
わ
れ
て
い
る
鞍
は
大
き
く
分
け
て
二
種
類
が
あ
る
。「
御
鞍
（
大

和
鞍
）」
と
「
唐
鞍
」
で
あ
る
。

「
御
鞍
（
大
和
鞍
）」
は
、
主
に
騎
乗
用
で
あ
り
、
公
家
が
儀
礼
に
用
い
た
。

鐙
は
壺
鐙
を
用
い
た
和
様
の
馬
具
。
寺
社
に
伝
世
す
る
も
の
と
し
て
は
伊
勢
神

宮
の
御
鞍
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
壺
鐙
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
正
倉
院
宝
物
の

馬
鞍
第
六
号
（
中
倉
十
二
）
も
壺
鐙
を
持
つ
。
伊
勢
神
宮
の
御
鞍
と
正
倉
院
宝

物
の
馬
鞍
も
騎
乗
を
想
定
し
た
宝
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
春
日
大
社
が

所
有
す
る
神
鹿
鞍
と
呼
ば
れ
る
鞍
も
壺
鐙
を
用
い
る）

（1
（

。

一
方
、「
唐
鞍
」
は
も
と
も
と
、
唐
な
ど
外
国
の
賓
客
の
乗
用
に
充
て
ら
れ

て
い
た
が
、
の
ち
に
大
嘗
会
の
御
禊
行
幸
に
供
奉
す
る
公
卿
や
加
茂
祭
飾
り
馬

な
ど
に
用
い
ら
れ
た
。
平
安
時
代
後
期
に
最
も
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
が
、
さ
ら

に
神
社
の
祭
礼
を
飾
る
威
儀
物
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
。
舶
来
の
唐
様
の
伝
統

を
継
承
し
て
金
銅
金
具
で
華
麗
に
飾
り
立
て
る
こ
と
を
常
と
す
る）

（1
（

。
今
日
私

た
ち
は
神
宝
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
品
で
唐
鞍
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

代
表
的
な
例
が
、
鎌
倉
時
代
の
作
と
さ
れ
る
手
向
山
八
幡
宮
の
「
唐
鞍
」【
図

3
】
で
あ
る
。
手
向
山
八
幡
宮
の
唐
鞍
は
三
具
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
一
具
が

当
時
の
形
を
比
較
的
良
く
留
め
て
お
り
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
国

宝
の
セ
ッ
ト
の
唐
鞍
に
輪
鐙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
伊
勢
神
宮
の
神
宝

は
二
十
年
に
一
度
の
式
年
遷
宮
の
際
に
新
し
く
調
製
さ
れ
、
用
途
や
名
称
、
形

状
な
ど
が
古
代
の
姿
で
継
承
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
康
永
二
年
（
一
三
四

三
）
の
式
年
遷
宮
の
際
に
作
成
さ
れ
た
絵
図
を
応
永
十
七
年
（
一
四
一
〇
）
に

写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
重
要
文
化
財
「
神
宮
神
宝
図
巻
」【
図
4
】（
前
田
育
徳

会
所
蔵
）
に
は
唐
鞍
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
図
は
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷

宮
に
伴
い
神
宝
調
進
の
際
に
撤
下
さ
れ
た
神
宝
を
神
職
立
ち
合
い
の
も
と
拝
見

し
、
詳
細
に
手
控
え
し
た
と
考
え
ら
れ
る）

（1
（

。
こ
の
手
控
え
は
式
年
遷
宮
の
際
に

必
ず
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
過
去
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と

同
じ
神
宝
を
調
進
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
絵
図
に
見
え
る
神
馬
は
、
輪
鐙

の
あ
る
唐
鞍
を
身
に
着
け
て
い
る
。

春
日
大
社
所
蔵
の
絵
馬
に
も
同
様
の
唐
鞍
が
描
か
れ
て
い
る
。
絵
馬
は
春
日

大
社
本
殿
御
間
塀
（
絵
馬
）
の
御
造
替
の
際
に
撤
下
さ
れ
、
新
た
に
同
様
の
構

図
の
絵
柄
が
描
か
れ
て
き
た
。「
唐
鞍
絵
馬
下
絵
」【
図
5
】（
京
都
府
（
京
都

文
化
博
物
館
管
理
）
所
蔵
）
の
裏
に
は
墨
書
【
図
6
】
で
歴
代
の
絵
師
が
相
伝
、

転
写
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る）

（1
（

。
天
文
二
一
年
（
一
五
五
二
）
に
芝
喜
多

坊
琳
賢
勝
重
が
描
い
た
室
町
時
代
末
か
ら
、
下
絵
の
描
か
れ
た
幕
末
ま
で
代
々

受
け
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
神
馬
も
輪
鐙
を
つ
け
て

い
る
。

伊
勢
神
宮
の
神
宝
は
、
造
替
に
よ
っ
て
代
々
継
承
さ
れ
る
こ
と
で
古
い
形
式
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【図 2 】 笹鉾山 2 号墳出土一括品のうち 1 号人物埴輪・ 1 号馬形埴輪、 2 号人物埴輪・ 2 号馬形埴輪（田原本町教育委員会所蔵）

【図 3 】国宝　唐鞍（手向山八幡宮所蔵） 【図 1 】重要文化財　春日鹿曼荼羅（奈良国立博物館所蔵）
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【図 ４】重要文化財　神宮神宝図巻　上巻（前田育徳会所蔵）

【図 ５】唐鞍絵馬下絵（京都府（京都文化博物館管理）所蔵）【図 ６】唐鞍絵馬下絵　裏書墨書
（京都府（京都文化博物館管理）所蔵）
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【図 8 】重要文化財　春日龍珠箱（外箱）（奈良国立博物館所蔵）

【図 7 】鶴斑毛御彫馬（神宮司庁所蔵）
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が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
神
宝
に
古
墳
時
代
に
用
い
ら
れ
た
輪
鐙
が
用
い
ら
れ

て
い
る
の
も
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
続
日
本
紀
』
に

お
い
て
、
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
に
、
飛
騨
国
（
現
在
の
岐
阜
県
）
が
神
馬
を

献
上
し
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
生
馬
だ
け
で
は
な
く
「
鶴
斑
毛
御
彫
馬
」

【
図
7
】）

（1
（

（
神
宮
司
庁
所
蔵
）
の
よ
う
な
馬
形
や
土
馬
を
神
に
奉
げ
る
の
は
古
代

日
本
の
信
仰
に
お
い
て
慣
例
で
あ
り
、
馬
形
埴
輪
か
ら
続
く
歴
史
的
な
背
景
が

読
み
取
れ
る
。
本
稿
で
は
踏
み
込
め
な
か
っ
た
が
、
伊
勢
神
宮
の
神
宝
に
、
大

刀
と
見
ま
が
う
「
玉
纏
御
太
刀
」
が
作
り
続
け
ら
れ
て
い
る
の
も
、
伊
勢
神
宮

の
神
宝
の
起
源
が
古
墳
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

今
日
見
る
春
日
鹿
曼
荼
羅
に
は
複
数
の
図
像
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
粉
本
と
な
る
春
日
鹿
曼
荼
羅
が
複
数
存
在
し
、
そ
こ
か

ら
多
く
の
写
本
が
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
か
、
春
日
鹿
曼
荼
羅

に
描
か
れ
る
神
鹿
を
装
飾
す
る
鞍
に
は
、「
御
鞍
」
と
「
唐
鞍
」
の
二
種
が
あ

る
が
、
こ
の
二
種
の
鞍
は
何
ら
か
の
基
準
を
以
て
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
唐
鞍
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
筆
者
が

調
べ
た
限
り
、
人
の
姿
で
表
現
さ
れ
た
神
が
描
か
れ
た
例
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
人
の
姿
と
し
て
描
か
れ
た
神
が
神
鹿
に
騎
乗
し
て
い
る
姿
を
表
現
す
る

「
鹿
島
立
神
影
図
」
や
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
の
重
要
文
化
財
「
春
日
龍
珠
箱
」

【
図
8
】
で
は
、
春
日
明
神
は
御
鞍
（
大
和
鞍
）
に
坐
し
、
鐙
は
舌
長
鐙
と
見

ら
れ
る
。
で
は
、
な
ぜ
神
が
騎
乗
を
す
る
場
合
、
壺
鐙
が
採
用
さ
れ
、
輪
鐙
は

表
現
さ
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
鐙
が
我
が
国
に
渡
来
を
し
て
き
た
の
は
古
墳
時

代
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
春
日
鹿
曼
荼
羅
が
描
か
れ
る
鎌
倉
時
代
ま
で
は
七
〇

〇
年
ほ
ど
時
代
が
隔
た
っ
て
い
る
。
そ
の
間
に
騎
乗
に
向
い
て
い
る
と
さ
れ
た

壺
鐙
が
普
及
し
、
踏
ん
張
る
た
め
の
舌
が
伸
び
、
半
舌
鐙
、
舌
長
鐙
へ
と
姿
を

変
え
た
。
一
方
、
輪
鐙
は
、
祭
祀
に
使
用
さ
れ
る
神
宝
と
し
て
奉
納
さ
れ
た
こ

と
は
あ
っ
て
も
実
際
の
騎
乗
に
は
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま

り
、
人
の
姿
を
し
た
神
が
乗
る
馬
に
は
、
騎
乗
に
ふ
さ
わ
し
い
馬
具
を
用
い
た

た
め
、
輪
鐙
が
描
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
今
後
の
課
題

以
上
よ
り
、
大
阪
市
美
本
に
描
か
れ
た
輪
鐙
は
、
神
宝
を
題
材
に
し
て
い
る

と
推
測
で
き
る
。
人
の
姿
を
し
た
神
が
描
か
れ
な
い
た
め
、
人
が
乗
る
御
鞍
で

は
な
く
、
神
宝
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
唐
鞍
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
大
阪
市
美
本
に
は
仏
教
的
な
要
素
も
確
認
で
き
、
そ
れ
を
榊
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
石
川
知
彦
氏
が
指
摘
し
て
い
る
通
り）

（1
（

、
鞍
橋
の
上
に
金

泥
塗
の
反
花
、
敷
茄
子
、
緑
青
を
賦
彩
し
た
蓮
弁
、
蓮
肉
と
い
っ
た
台
座
を
表

現
し
、
榊
を
立
て
て
紙
垂
が
懸
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
類
似
す
る
作
品
と
し

て
は
北
京
終
町
春
日
講
が
所
有
す
る
「
春
日
鹿
曼
荼
羅
」（
室
町
～
安
土
桃
山

時
代
）【
口
絵
5
】
が
あ
る
。（
以
下
、
北
京
終
町
春
日
講
本
と
す
る
）
こ
の
北

京
終
町
春
日
講
本
は
、
大
阪
市
美
本
と
は
異
な
り
、
神
鹿
は
白
鹿
で
は
な
い
。

し
か
し
、
装
飾
な
ど
は
大
阪
市
美
本
と
類
似
し
て
お
り
、
唐
鞍
に
輪
鐙
が
付
属

し
、
榊
の
根
本
に
は
蓮
華
座
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
神
の
木
で
あ
る
榊
が

蓮
華
座
の
上
に
立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
神
仏
習
合
に
基
づ
く
と
考

え
る
の
が
最
も
素
直
な
解
釈
で
あ
ろ
う
。
神
は
榊
を
立
て
る
こ
と
で
表
現
し
、

そ
の
神
の
座
と
し
て
仏
の
座
で
あ
る
蓮
華
座
を
配
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

大
阪
市
美
本
は
、
画
面
構
成
に
も
特
徴
が
あ
る
。
春
日
鹿
曼
荼
羅
は
奈
良
国

立
博
物
館
本
の
よ
う
に
、
神
鹿
が
雲
に
乗
り
、
御
蓋
山
に
飛
来
す
る
様
子
を
描

い
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
阪
市
美
本
は
神
鹿
こ
そ
伝
統
的

な
唐
鞍
を
身
に
着
け
て
い
る
が
、
図
中
に
は
御
蓋
山
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
神
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鹿
は
雲
に
乗
っ
て
い
な
い
。
唐
鞍
の
背
に
立
つ
榊
や
日
輪
、
鳥
居
は
描
か
れ
て

い
る
が
、
春
日
大
社
を
表
す
御
蓋
山
や
五
仏
、
梵
字
な
ど
は
表
現
さ
れ
て
い
な

い
。
大
阪
市
美
本
は
神
鹿
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
ほ
か
の
表
現
は
簡
略
化
さ
れ

る
と
い
う
独
自
の
視
点
で
描
か
れ
た
も
の
な
の
か
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
武

甕
槌
命
が
春
日
社
に
来
迎
す
る
姿
を
描
く
こ
と
よ
り
も
、『
唐
鞍
で
装
飾
さ
れ

た
神
鹿
と
そ
の
背
に
立
つ
榊
』
が
礼
拝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
信
仰
形
態
を
反

映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
鎌
倉
時
代
か
ら
大
阪
市
美
本
が
描
か
れ
た
と
さ
れ

る
室
町
時
代
に
お
け
る
春
日
信
仰
の
諸
相
を
さ
ら
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

今
回
は
、
当
館
の
所
蔵
す
る
「
春
日
鹿
曼
荼
羅
」
に
つ
い
て
神
鹿
の
身
に
着

け
て
い
る
装
飾
を
中
心
に
考
察
を
行
っ
た
。
限
ら
れ
た
所
見
で
は
あ
る
が
、
神

鹿
の
身
に
着
け
る
装
飾
や
曼
荼
羅
と
し
て
の
表
現
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
た
。
神
鹿
の
描
か
れ
方
や
表
現
方
法
な
ど
大
阪
市
美
本
は
極
め
て

特
異
な
描
き
方
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
判
明
し
た
。
今
後
さ
ら
に
春
日
鹿
曼
荼

羅
の
表
現
方
法
や
解
釈
に
つ
い
て
深
め
春
日
鹿
曼
荼
羅
に
対
す
る
信
仰
に
つ
い

て
解
釈
を
進
め
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。

さ
い
ご
に
、
垂
迹
思
想
や
春
日
信
仰
に
対
す
る
先
行
研
究
の
浅
学
や
考
え
の

相
違
に
つ
い
て
お
断
り
す
る
と
と
も
に
大
方
の
叱
責
を
何
卒
頂
戴
し
た
く
存
じ

る
。

　

註1	

石
川
知
彦
「
春
日
鹿
曼
荼
羅
の
二
、
三
の
作
例
と
春
日
本
地
仏
」（『
大
阪
市
立
美
術

館
紀
要
』　

第
八
号　

一
九
八
八
年
）

2	

「
春
日
鹿
曼
荼
羅
」
に
関
す
る
情
報
は
以
下
を
主
参
考
と
し
た
。
重
富
滋
子
「
春
日

信
仰
に
お
け
る
神
鹿
と
そ
の
造
形
」（『
跡
見
学
園
女
子
大
学
美
学
・
美
術
史
学
科

報
』
十
六　

一
九
八
八
年
）、
松
村
政
雄
「
春
日
鹿
曼
荼
羅
」（『
國
華
』　

第
八
七
一

号　

一
九
六
四
年
）、
景
山
春
樹「
春
日
の
鹿
曼
荼
羅
―
古
代
信
仰
の
標
型
と
し
て
―
」

（『
國
華
』　

第
九
八
一
号　

一
九
七
五
年
）、
行
徳
真
一
郎
「
影
向
と
自
然
と
―
陽
明

文
庫
蔵　

春
日
鹿
曼
荼
羅
―
」（『
國
華
』　

第
一
一
七
三
号　

一
九
九
三
年
）、
伊
藤

久
美
「
春
日
鹿
曼
荼
羅
図
」（『
國
華
』　

第
一
五
三
七
号　

二
〇
二
三
年
）、
薮
田
嘉

一
郎
「
春
日
鹿
曼
荼
羅
」（『
日
本
古
代
文
化
と
宗
教
』
平
凡
社　

一
九
七
六
年
）

3	

「
神
鹿
」
に
関
す
る
情
報
は
以
下
を
参
考
に
し
た
。
小
島
瓔
禮
「
一　

神
と
な
っ
た
動

物
」（
中
村
生
雄
、
三
浦
佑
之
編
『
人
と
動
物
の
日
本
史
4　

信
仰
の
中
の
動
物
た

ち
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
九
年
）、
田
中
久
夫
「
藤
原
氏
の
鹿
と
神
」（『
御
影
史
学

論
集
』　

第
三
二
号
（
横
田
健
一
先
生
卒
寿
記
念
号
）　

御
影
史
学
研
究
会　

二
〇
〇

七
年
）、『
国
宝　

創
建
一
二
五
〇
年
記
念
特
別
展　

春
日
大
社
の
す
べ
て
』（
奈
良
国

立
博
物
館　

二
〇
一
八
年
）、『
お
ん
祭
り
と
春
日
信
仰
の
美
術
』（
奈
良
国
立
博
物
館　

二
〇
一
八
年
、
二
〇
一
九
年　

二
〇
二
〇
年
）

4	

「
日
本
書
紀
」
で
は
天
迦
久
神
は
登
場
し
て
お
ら
ず
、
武
甕
槌
神
が
自
ら
葦
原
中
国
に

降
り
立
っ
て
い
る
。

5	

「
興
福
寺
」
に
関
す
る
情
報
は
以
下
を
主
参
考
と
し
た
。
吉
川
弘
文
館
編
集
部
「
興
福

寺
」（『
奈
良
古
社
寺
辞
典
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
九
年
）、『
興
福
寺
国
宝
展　

鎌

倉
復
興
期
の
み
ほ
と
け
』
朝
日
新
聞
社　

二
〇
〇
四
年
）

6	

春
日
大
社
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
興
福
寺
も
神
仏
習
合
の
考
え
の
な
か
で
春
日
大
社

第
一
殿
の
武
甕
槌
命
と
興
福
寺
南
円
堂
の
不
空
羂
索
観
音
像
は
同
体
で
あ
る
と
い
う

理
由
か
ら
藤
原
氏
の
篤
い
信
仰
を
集
め
て
い
た
。『
特
別
展　

西
国
三
十
三
所
―
観
音

霊
場
の
祈
り
と
美
―
』（
奈
良
国
立
博
物
館　

二
〇
〇
八
年
、
二
七
二
頁
、
二
七
三
頁
）

7	
行
徳
真
一
郎
「
影
向
と
自
然
と
―
陽
明
文
庫
蔵　

春
日
鹿
曼
荼
羅
―
」『
國
華
』（
第

一
一
七
三
号　

一
九
九
三
年
）

8	

伊
藤
久
美
「
春
日
鹿
曼
荼
羅
図
」『
國
華
』（
第
一
五
三
七
号　

二
〇
二
三
年
）

9	

大
阪
市
美
本
の
銘
文
に
は
、
三
社
託
宣
か
ら
春
日
明
神
の
託
宣
文
「
雖
曳
千
日
注
連
不

至
邪
見
之
家
／
雖
為
重
服
深
厚
必
到
慈
悲
之
室
」
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
ほ
か
墨
書
か
ら
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応
永
十
三
年
（
一
四
〇
六
）
の
発
願
と
考
え
ら
れ
る
『
美
を
つ
く
し
―
大
阪
市
立
美
術

館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
大
阪
市
立
美
術
館
　
二
〇
二
二
年
　
二
二
七
頁
）

10	
『
大
和
の
神
々
と
美
術
　
手
向
山
八
幡
宮
と
手
掻
会
』（
奈
良
国
立
博
物
館
　
二
〇
〇

二
年
　
二
十
頁
）

11	

『
笹
鉾
山
古
墳
群
―
第
一
～
第
五
次
発
掘
調
査
概
報
―
』（
田
原
本
町
教
育
委
員
会
　

二
〇
〇
五
年
　
六
～
十
一
頁
）

12	

馬
と
馬
具
の
伝
来
に
関
す
る
情
報
は
以
下
を
参
考
に
し
た
。『
令
和
五
年
度
秋
季
特
別

展
　
馬
で
ひ
も
解
く
近
江
の
歴
史
』（
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
　
二
〇
二
三

年
）、
千
賀
久
「
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
馬
文
化
」（
右
島
和
夫
編
『
馬
の
考
古
学
』
雄

山
閣
　
二
〇
一
九
年
）、『
鐙
―
そ
の
歴
史
と
美
―
』（
野
馬
追
の
里
原
町
市
立
博
物
館

（
現
南
相
馬
市
立
博
物
館
）　
二
〇
〇
〇
年
）、『
馬
―
鐙
・
鞍
か
ら
描
か
れ
た
姿
ま
で

―
』（
彦
根
城
博
物
館
　
一
九
九
七
年
）、
山
田
良
三
「
社
寺
伝
世
馬
具
の
壺
鐙
に
つ

い
て
」（『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
　
第
七
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
八
四
年
）、
河
鰭

実
英
編「
馬
具
編
」（『
有
職
故
実
図
鑑
』東
京
堂
出
版
　
一
九
八
七
年
）、
張
允
禎「
日

本
列
島
の
鐙
に
み
る
地
域
関
係
」（『
考
古
学
研
究
』
第
五
一
巻
第
三
号
（
通
巻
二
〇

三
号
）
二
〇
〇
四
年
）

13	

山
田
良
三
「
二
　
古
墳
出
土
の
鐙
の
形
態
的
変
遷
」（
斉
藤
忠
編
『
日
本
考
古
学
論
集
　

八
　
武
器
・
馬
具
と
城
柵
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
八
七
年
）

14	

春
日
大
社
所
有
の
神
鹿
鞍
一
具
に
使
用
さ
れ
て
い
る
鐙
は
正
倉
院
に
所
収
さ
れ
て
い

る
も
の
と
比
較
す
る
と
同
一
年
代
と
は
速
断
し
が
た
く
、
後
世
の
複
製
品
で
あ
る
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
山
田
良
三
「
社
寺
伝
世
馬
具
の
壺
鐙
に
つ
い
て
」（『
橿
原
考

古
学
研
究
所
論
集
　
第
七
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
八
四
年
　
九
四
、
九
五
頁
）

15	

前
掲
註
10
奈
良
国
立
博
物
館
二
〇
〇
二
年
参
照

16	

『
古
神
宝
』（
奈
良
国
立
博
物
館
　
一
九
八
九
年
）
三
二
、
三
三
頁

17	

裏
面
墨
書
「
春
日
大
宮
殿
二
之
御
殿
絵
馬
板
／
唐
鞍
／
天
文
廿
一
年
壬
子
五
月
廿
一

日
右
方
芝
喜
多
坊
／
琳
賢
／
観
重
／
野
崎
備
前
命
ゟ
相
傳
之
／
寛
永
十
年
三
月
四
日

上
田
右
兵
衛
／
萬
延
辛
酉
二
月
日
写
之
／
画
所
原
家
蔵
「
原
」（
朱
文
角
印
）」「
東

ヨ
リ
四
」『
式
年
造
替
記
念
特
別
展
　
春
日
大
社
　
若
宮
国
宝
展
―
祈
り
の
王
朝
文
化

―
』（
奈
良
国
立
博
物
館
　
二
〇
二
二
年
）

18	

『
第
六
十
一
回
神
宮
式
年
遷
宮
記
念
　
伊
勢
神
宮
御
神
宝
展
　
図
録
』（
サ
ン
ケ
イ
新

聞
大
阪
本
社
　
一
九
八
六
年
、
一
一
〇
頁
、
一
一
一
頁
）

19	

前
掲
註
1
大
阪
市
立
美
術
館
一
九
八
八
年
、
二
十
四
頁

【
図
版
出
典
】

　
末
筆
な
が
ら
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
図
版
提
供
な
ら
び
に
転
載
の
許
可
を
下
さ
り

ま
し
た
ご
所
蔵
関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

口
絵
5
　
春
日
鹿
曼
荼
羅
（
北
京
終
町
春
日
講
蔵
）『
特
別
陳
列
　
お
ん
祭
り
と
春
日
信
仰

の
美
術
―
特
集
　
神
鹿
の
造
形
―
』
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
二
〇
年

図
1
　
重
要
文
化
財
　
春
日
鹿
曼
荼
羅
（
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
）
奈
良
国
立
博
物
館
提
供

図
2
　
笹
鉾
山
2
号
墳
出
土
一
括
品
の
う
ち
1
号
人
物
埴
輪
・
1
号
馬
形
埴
輪
、
2
号
人
物

埴
輪
・
2
号
馬
形
埴
輪
（
田
原
本
町
教
育
委
員
会
所
蔵
）
田
原
本
町
教
育
委
員
会
提
供

図
3
　
国
宝
　
唐
鞍
（
手
向
山
八
幡
宮
蔵
）『
大
和
の
神
々
と
美
術
　
手
向
山
八
幡
宮
と
手

掻
会
』
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
二
年

図
4
　
重
要
文
化
財
　
神
宮
神
宝
図
巻
　
上
巻
（
前
田
育
徳
会
蔵
）『
特
別
展
　
古
神
宝
　

神
に
さ
さ
げ
た
工
芸
の
美
』
奈
良
国
立
博
物
館
、
一
九
八
九
年

図
5
　
唐
鞍
絵
馬
下
絵
（
京
都
府
（
京
都
文
化
博
物
館
管
理
）
所
蔵
）
京
都
府
（
京
都
文

化
博
物
館
管
理
）
提
供

図
6
　
唐
鞍
絵
馬
下
絵
　
裏
書
墨
書
（
京
都
府
（
京
都
文
化
博
物
館
管
理
）
所
蔵
）
京
都

府
（
京
都
文
化
博
物
館
管
理
）
提
供

図
7
　
鶴
斑
毛
御
彫
馬
（
神
宮
司
庁
所
蔵
）
神
宮
司
庁
提
供

図
8
　
重
要
文
化
財
　
春
日
龍
珠
箱
（
外
箱
）（
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
）
奈
良
国
立
博
物

館
提
供

謝
辞本

稿
の
執
筆
に
際
し
、
左
記
の
方
に
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科
豊
島
直
博
教
授
、
奈
良
国
立
博
物
館
岩
井
共

二
美
術
室
長
・
中
川
あ
や
教
育
室
長
、
大
阪
市
立
美
術
館
内
藤
栄
館
長
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